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研究課題名 
医療品質向上を目的とした大腸内視鏡機器向け AI機能開発  

後ろ向き観察研究 

情報の利用目的及び利

用方法（他の機関へ提

供される場合はその方

法を含む。） 

大腸内視鏡検査により、腺腫等の前癌病変や早期がんの発見及び診

断が可能となり、適切な治療を行うことで、その多くは完治を見込めるよ

うになってきました。しかしながら、腺腫性病変や早期がんは非常に小

さい形態であったり、微妙な色調変化や僅かな粘膜構造の変化として

観察されることが多く、検査医間での発見率や診断能の相違が生じ、内

視鏡検査の質を等しく向上させることが課題となっています。 

そこで、コンピュータ画像解析による大腸病変の検出支援、診断支援に

より、医師の負担を軽減しつつ、内視鏡検査の質向上を支援する医療

機器の開発が進んでいます。 

本研究では、コンピュータ画像解析による大腸病変の検出支援、診断

支援に関する技術開発を行う上で必要になる、大腸病変を撮像した症

例画像（静止画）および付随する診断情報の収集を行うことを目的とし

ています。 

利用または提供する情

報の項目 

〇対象となる患者さん 

2013 年 1 月 1 日から 2019 年 11 月 28 日までに大腸消化管内視鏡検

査を実施された患者さんのうち、大腸病変の肉眼型が表在型の平坦陥

凹型病変(IIb, IIc, IIc+IIa)および長径が 3～5mm の表面隆起型病変（IIa, 

IIa+IIc）と診断された患者さん。 

〇利用する情報 

内視鏡画像と、下記の診断情報のすべてまたはいずれか記録のあるも

のを収集します。 

肉眼型、病変の大きさ、病変の位置、JNET 分類、JNET 分類のコンフィ

デンスレベル、病理診断情報 

対象者及び対象期間 倫理委員会承認日から 2020年 9月 30日まで 

利用の範囲 

［資料・情報の二次利用の可能性について］ 

本研究で収集した資料・情報は資金提供者が開発する AI 機能の学習

データとして使用されたのち、関連する医学研究や各国の医療機器承

認申請に使用される可能性があります。また症例画像は事業関連の目

的（研究成果の公表、広報活動など）で使用される場合もあります。 

 

［情報を利用する者の範囲］ 

〇研究協力者 

クリニカルポーター株式会社 責任者: 吉田 裕彦 

試料・情報の管理につい

て責任を有する者 
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プレジデント  外海 実 

問い合わせ先 消化器内科 古川 浩一 

共同臨床研究機関 独立行政法人地域医療機能推進機構 大阪病院 
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上記含む 12の医療機関にて実施 
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